
豊川市総合保健センター（仮称）基本計画等策定業務

【関係者ヒアリング集計結果】

基本コンセプト
乳幼児保健係

妊産婦保健係
子育て支援課 とよかわ子育てネット

市民病院

（経営企画室・庶務課）

「日本一子育てしやすいまち」

の実現

【機能】

・子育て支援センター等子育て支援機能を有する関係各所の連携

【施設】

・産前・産後サポート事業の占有スペース（授乳室等隣接）

・待合室にテーブルやキッズスペースの設置

・広い専用健診室の設置及び健診者・職員動線の確保

・視聴覚検査室、調理室（離乳食講習会場隣接）、シャワー室の整備

・土足不可エリア（諸室）の確保

・「赤ちゃんの駅」の同一フロア設置

・産前・産後サポート事業と児童発達支援場所の隣接

・乳幼児健診が一方通行となる動線

【機能】

・機能が重複している関係各所との調整

【施設】

・児童発達支援センターにおける専用出入口等の整備

・調理室（給食関係）等、劣化が激しい諸室の改修が

容易な施設

・訓練に集中できる部屋（視覚・聴覚）

【機能】

・子育て支援機能の占有スペース

・母親同士の交流機会の確保（土日・web含む）

・産前産後ヘルパーの相談窓口及び研修

・父親にスポットを当てた交流機会の提供

・市民利用を目的とした病児保育の検討

【施設】

・保健センター利用者に限定した遊びのスペース

・託児室の設置（健診中の兄弟預かり　和室も検討）

・男性が利用可能な子育て関係機能（おむつ替えスペース等）

健康増進の推進

【機能】

・教室等保健事業の方向性検討

・体操グループの育成のための自主グループへの会場貸出の検討

【施設】

・中庭に健康づくりアイテム（置き石など）

・事業集約に場合の設備整備

地域医療への貢献

【機能】

・電子カルテ等情報共有機能の導入

・市民病院と休日夜間急病診療所とのホットラ

インの設置

【施設】

・市民病院用の倉庫の設置

災害対策

【施設】

・事務所にテレビの設置

・災害時の非常用電源や保健センターの対策本部が集まれるスペース

1/8



豊川市総合保健センター（仮称）基本計画等策定業務

【関係者ヒアリング集計結果】

基本コンセプト
乳幼児保健係

妊産婦保健係
子育て支援課 とよかわ子育てネット

市民病院

（経営企画室・庶務課）

感染症対策

情報発信

【施設】

・カンファレンスルームの設置及び同室のFAXや電話整備

・インターネット環境（Wi-Fi含む）

・見やすく広い掲示板スペース

・放送機能（職員呼び出し用）

【機能】

・市民病院と休日夜間急病診療所の棲み分けを

市民へ案内・啓発

・外科、眼科等の医療機関輪番制の認知度向上

・休日夜間急病診療所であれば選定療養費がか

からないことのアピール

区画整備

既存３センター
【機能】

・機能面は継続希望（出張型の機能への転換可）

新センター全般

・広く、各課同時対応可能な窓口（個室、待合スペース等も検討　コピー機設置）

・収納スペース確保（職員動線及び子どもに配慮）

・ベビーカー置き場や対応可能なエレベーター

・スクリーンの代用可能で、コルクや磁石設置が可能な壁

・講演会実施可能な音響・照明・スクリーン等の設備

・遊び場や庭、ベランダ、屋上などの設置

・換気のできる窓・網戸、諸室への床暖房・空調設備

・職員用・一般用（子供用含む）トイレの区別（女子用増設）

・洗面所、職員用休憩室、ロッカーの増設

・利用者のための食堂、コンビニ、カフェ、自販機

・パーテーションで調整可能な会議室、ホール

・子供が乗り降りしやすく、広い駐車場（職員用含む）及び駐車案内等の検討

・多目的室・多目的トイレ、ごみ置き場の設置

・セキュリティーの確立した管理場所

・メール便等専任業務職員の配置（庁舎デリバリー）。

・来所者と職員の階段の勾配差など通路の配置の工夫

・土足禁止エリアにおける靴箱の増設

・総合案内設置（来館者案内・健診受付等）の検討

・関係各所と連携しやすい動線の確保

・共有可能な会議室・更衣室等
・世代間交流や子育て世代が利用できる多目的スペース
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豊川市総合保健センター（仮称）基本計画等策定業務

【関係者ヒアリング集計結果】

基本コンセプト

「日本一子育てしやすいまち」

の実現

健康増進の推進

地域医療への貢献

災害対策

医師会 医師会事務局 歯科医師会 薬剤師会

【機能】

・母親が自由に立ち寄れる相談スペースの確保

・妊産婦・児童発達支援への配慮（人員・スペース等）

・宿泊型産後ケア機能の設置

・児童発達支援における、短期入所と日中一次支援施設の設置

【機能】

・管轄をなくした福祉・介護事業の連携検討

＜休日夜間急病診療所＞

【機能】

・駐車場での待機可能な呼び出し機能・電子カルテの導入

・当直医の高齢化及び人材不足への対応

・市民病院との連携

【施設】

・多目的利用可能な診療室、広い救急スペースの確保

・広い待合室、専用トイレ、スタッフ休憩室（ロッカー）の設置

・プライバシーに考慮した待合室

・応接スペース、広い共用会議室の確保

・非感染症患者の隔離、職員と患者の効率的な動線分離（入口含）

・感染症の医療廃棄物への対応

・市民病院の担保としたCT、レントゲンの設置

＜歯科医療センター＞

【機能】

・健診及び指導における保健センターとの業務調整の検討

・保健センターでの障害者健診、歯の健康フェスティバル等の実施

・休日夜間歯科診療における、市の委託業務への変更

【施設】

・設備は健診・診療で兼用可（画像診断は必須）

・障害者の利用を考慮した広いスペース（車いす等加味）

・パーテーション等用いた個室形式の診療室

・合理的な動線配置（完璧な区分け不要）

・メンテナンスが容易な施設

・機器の整備状況や運営手法、薬局については医師会、市民病院と調整

・既存歯科医師会所有物件の検討

【機能】

・当直薬剤師の時間延長検討

【施設】

・無菌調剤室（在宅医療を視野）の検討

【機能】

・福祉避難所の設置

・ドライブスルー方式検査所の検討

【施設】

・備蓄やテント設置可能な広い駐車場

・医療災害対策本部やDMAT等が利用可能なスペースの確保（備蓄、

ホットライン等通信機能、電源装置等含む）

・新文化会館との施設共有（非常時）

・ヘリポートの移設（市民病院）

【施設】

・三師会の災害対策本部（医療系）と市の災害対策本部のホットライン

・緊急時の電源は必須（非常用電源やポータブル電源）

【施設】

・災害時に薬の仕分けができるスペースやトラック

が乗り入れ可能な入口

・災害時も考慮した電源配置
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豊川市総合保健センター（仮称）基本計画等策定業務

【関係者ヒアリング集計結果】

基本コンセプト

感染症対策

情報発信

区画整備

既存３センター

新センター全般

医師会 医師会事務局 歯科医師会 薬剤師会

【機能】

・情報配信センターとしての機能（スタジオ）

【施設】

・保護服等の感染対策物品等の備蓄

【施設】

・各所へのアルコール等の設置やトイレ設備などの配慮

【施設】

・感染症を考慮した会議室の空調設備検討（診療室は不要）

【機能】

・保健センター業務の発信

・休日夜間急病診療所への軽症者への誘導

【施設】

・web会議等対応可能な音響、通信設備整備

・センター内の内線電話設置

・医療・介護等に特化した図書館（情報コーナー）

【施設】

・Wi-Fi環境を備えたオンライン会議が行える部屋

【設備】

・新文化会館と新センターを分断する道があると、会議室の共有は難

しい

・市民病院への救急搬送アクセス確保は配慮は必須

・住宅開発を中止して面積を確保すべき

【設備】

・新センター、大型商業施設、文化会館等の新設を念頭に、市民病院の

救急車等も考慮した交通の動線の検討

・ライブビューイング会場としてのサテライト保健会場（現４施設）

利用

・施設形態変換をして継続保有

・清掃委託の統一化

・トイレの土足化

・広さの調整可能な会議室

・収納スペース（書棚）の確保

・全館空調・加湿器・床下配線・コンセント

・警備会社の導入及びセキュリティゾーンの確保

・更衣室・休憩室の設置

・職員専用駐車場の確保

・立体駐車場及び連絡通路についての検討

・執務室内に印刷スペース設置

・衛生検査所の設置

・ゴミ収集場所の確保

・倉庫（1階）、書庫（事務局と同一フロア）の設置

・専用の郵便受け

・エレベーターの設置

・事務室入り口に手洗い用スペース、来客者用の給湯ス

ペースの確保

・新センターの愛称は親しみのある施設となるべく必要

・窓口の一本化、関係各所の併設（保健センターへ

の集約化）

・薬剤師会と定期的に連携を取る担当者の設置

・利用者がくつろげるスペースの確保（遊び場、休憩場等）

・耐震性を踏まえた建物

・総合窓口の整備（医療通訳者含む）

・エレベーター、脱出用緊急扉、防犯カメラの設置

・食堂、コンビニ、カフェ、自販機等設置

・土日祝日の対応

・アプローチが短い駐車場配置

・網戸の自動ドア、換気を意識した諸室

・施設の土足化

・三師会事務局・会議室が同一フロアであること

・講演が行える座席付大ホール

・構想～竣工までの密な連携と情報公開

・検討期間の再考（長期化）
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豊川市総合保健センター（仮称）基本計画等策定業務

【関係者ヒアリング集計結果】

基本コンセプト

「日本一子育てしやすいまち」

の実現

健康増進の推進

地域医療への貢献

災害対策

保健予防係 健康管理係 成人保健係 保険年金課

【施設】

・子どもが乗降しやすい駐車場

・子ども用トイレ・授乳室

・子どもの遊べるスペース

・妊産婦ケアセンターの窓口分離

・乳幼児健診会場近くに消毒室設置

【機能】

・今後健診を行うかの検討（購入費や維持管理が課題）

・どこで健診を行うのか（バス主体）

・がん検診受診率、集団健診（検診）の受診者数の増加対策

・保健センターでの健診回数の増加（集約）

・来所不可住民への医療機関受診の案内強化

【施設】

・検診車が収納配置できる屋根付きの広場の設置

・健診用として使える簡易な診察室

・検査着の着替え用の更衣室設置（貸館がある場合には兼用可

能）

・X線等の設備の導入（特定健診等で一部利用可能）

・将来的な導入を検討する場合、スペースを確保（増築も視野）

【機能】

・屋外で子どもの遊びのスペースやボルダリング等を利用した新事業

・商業施設とのコラボ

・高齢者へのスペース提供（貸出）

【施設】

・歯科室・待合室が狭い(収納スペースが少ない）

・うがいスペースがない（歯科）

・消毒室は健診室の近くに欲しい

・緊急時に対応できる出入り口（普段の出入り口と別）

・広い調理室（調理台：1～2台　収納人数：50人程度）

・親子での利用を想定したキッチン（実験）スペース

・歩ける散歩道

【機能】

・保健事業、介護予防事業等を集約し、新たな

組織を検討（新組織や係分割）

・国保の健診率向上（特定健診とがん検診の同

一会場実施）

・KDBシステムや国保等のレセプトなどビッグ

データを用いた解析

【施設】

・健診スペースを広く確保

【機能】

・どこまでの検査機能を持たせるか

・電子カルテ、看護師記録、順番待ちシステムの導入

・マイナンバーカード対応

【施設】

・緊急車両・診療所まで距離に配慮した広い駐車場

・バリアフリー(広い玄関、処置室)及び動線等への配慮

・患者及び職員の各専用トイレ

・医師、看護師の更衣室及び食事可能な休憩室

・感染症患者専用の待合室、診察室、出入り口

・広さに余裕のある事務室、薬品保管庫

・感染性廃棄物の置き場所

【機能】

・災害に対して備えが不十分

【施設】

・災害用にも使いやすいつくり

・屋根付きの広場・ピロティー設置

・会議室の土足可・不可の両方設置

・バリアフリー対応の外から直接入室可能な部屋

・クロノロできる壁及び電子化可能設備

【施設】

・避難を考慮した施設整備（1F：教室等実施　2F：事務所　等）

・災害グッズの収納部屋
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豊川市総合保健センター（仮称）基本計画等策定業務

【関係者ヒアリング集計結果】

基本コンセプト

感染症対策

情報発信

区画整備

既存３センター

新センター全般

保健予防係 健康管理係 成人保健係 保険年金課

【機能】

・感染症対策が不十分である（休日夜間診療所と保健センター

部分の共有部分が多い等）

・コロナの予防接種が心配（ワクチン保管場所の確保）

【施設】

・換気のしやすい構造。もしくは換気システムの導入

・健診の会場と診療所の共有せず

・消毒しやすい床

【施設】

・ウェブ会議のできる会議室

・コードレス電話・Wi-Fi環境

・カウンターにパソコン・プライバシー保護スペース（個室）

【施設】

・休憩や健康情報の掲示もできる場所の確保

・建物外、建物内とも分かりやすい看板

・玄関ホールに情報が張り出せる大きな掲示板

・電子機器、Wi-Fi、ノートパソコン等設備の整備

・コードレスの電話機の増設

・web会議可能な設備及び部屋

・広い駐車場（職員用含む）の敷地内設置

・専用窓口又は動線に考慮した机配置（個室は必要）

・利用者の人に分かりやすい受付・案内を目指す

・エレベーター・リフトの設置

・職員専用トイレの設置

・雨水の溜まらない屋上・雨漏りしない構造

・更衣室・書庫と事務室の動線考慮（同フロア希望）

・コピー室の中の作業台設置及び広い印刷室

・収納スペースの確保

・打ち合わせ用のスペース設置

・事務所内に個人情報が入る倉庫

・駐車場に外灯

・セキュリティの確保

・各業務における運営手法等含めた専門の担当者設置の検討

・貸館の必要性の検討

・周辺施設（新文化会館等）との連携

・施設管理の部署の検討

・大型トイレや健診者専用トイレの設置

・エレベーターの設置

・健診エリアの集約（１階・1フロア）

・収納スペースの確保

・洗面台蛇口の自動センサー化

・エレベーターの設置

・収納スペースの確保

・水道設備がある休養室（職員及び急病者用）

・（電話）相談スペースの確保

・事務所に非常口、係毎の窓口設置

・事務所はガラス張りはやめてほしい(適度なガラス位)

・ホールはマグネットで張れる白い壁（スクリーンの代用）

・応接室、個別面接のできる部屋(数か所)、会議室（スクリーン、音

響設備、映像機器等必要）、講演会（200人位。運動可）のできる部

屋（運動時用鏡、スクリーン、音響設備、映像機器、磁気ループ必

要）
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豊川市総合保健センター（仮称）基本計画等策定業務

【関係者ヒアリング集計結果】

基本コンセプト

「日本一子育てしやすいまち」

の実現

健康増進の推進

地域医療への貢献

災害対策

介護高齢課 社会福祉協議会 防災対策課
八幡駅周辺まちづくり推進室

建築課
財産管理課

【機能】

・子育て世代包括支援センターを併設し、児童

発達支援センターと連携したすべての子育て世

代への相談支援

【機能】

・介護予防事業の保健センターへの機能集約

・介護高齢課や地域包括支援センターとの連携強化

・介護予防、認知症予防教室の定期開催

・地域包括支援センターの拠点を併設

・全世代対象の地域包括ケアシステムの推進

・委託による健康・うつ・自殺等の相談会の定期開催

・認知症チェック、相談体制

【施設】

・教室等実施可能な諸室

・住民が利用できる貸室

【機能】

・地域包括支援センターの併設（北部を移転）

・地域包括の中核的機能（相談員設置）

・発達障害等のグレーゾーンや親の障害にも対

応可能な施設

・保健師と社協CSWとの連携強化

・認知症予防教室の定期開催

【設備】

・グループ活動等市民利用スペースの確保

【機能】

・市民病院と休日夜間急病診療所が直接つながった連絡

通路

・休日夜間急病診療所の市民病院内への併設

【施設】

・関係各所の会議開催用諸室や通信体制の確立

【機能】

・災害ボランティアの事務局設置（医師会との

連携）

【機能】

・公的福祉避難所としての機能検討

【施設】

・災害対策本部と事務室を同一フロア

・車中泊可能な広い駐車場の整備

・薬剤備蓄のストック検討

・市民病院備蓄の共用確認は要確認
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豊川市総合保健センター（仮称）基本計画等策定業務

【関係者ヒアリング集計結果】

基本コンセプト

感染症対策

情報発信

区画整備

既存３センター

新センター全般

介護高齢課 社会福祉協議会 防災対策課
八幡駅周辺まちづくり推進室

建築課
財産管理課

【設備】

・バリアフリーを意識した周辺整備

【設備】

・道路整備後変更ないよう、調整必要（桝や側

溝、道路帯ほか）

・区画整備の所管部署の協議

【機能】

・音羽高齢者生きがい活動センター部分についても保健

センターと併せて廃止の方向で進めたい

【設備】

・移転先が決定すれば、退所は問題ない

【設備】

・パブリックコメント実施による既存センター

廃止の検討

・廃止する場合、メリット・デメリットを整理

し、市民理解を得る

・必要最低限の施設規模に留める

・新センターの管理部署の明確化

・将来の改修・修繕を想定した管理運営方針の

検討

・ユニバーサルデザインや音声誘導の導入

・大人数収容可能な部屋、駐車場

・専用相談室の設置

・座学が行える多目的ホール・会議室

・保健・医療・福祉分野で活動するボランティ

ア交流・情報交換の機会・場の提供

・支所（旧町役場）への社協併設

・更新しやすい設備等配置

・都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交

付金）の活用

・民間主導のPFI等、将来の運営についても検討
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